中山間地域等直接支払制度の概要と令和元年度実施状況

○陸別町における制度該当内容
	


不利な条件 ： 積算気温が著しく低く、耕作地における草地比率が70%以上である市町村

対象草地面積 ： ３，７０９ha

交付金総額 ： ６０，３５２千円

交付金負担割合 ：
○令和元年度実施状況
　　交付された交付金は、集落で決めた協定に基づく取組活動に使われます。陸別町は、全体を一つの集落として、86の個人・団体が参加しており、その取組内容は次のとおりです。
	区 分
	主な取組内容
	　　　　　　交付金の支出内容・金額　　（単位：千円）

	共同取組活動
	係る報酬

理体制に

集落の管
	①運営委員報酬

②事務委託
	①委員報酬(延べ16名)
②委託先　陸別町農業協同組合(年額)
	８０
１，５７０

	
	て取り組むべき事項
農業生産活動等とし
	＜農用地に関する事項＞

①公共牧場草地の整備
②鳥獣害防止対策
＜多面的機能を増進する活動＞

③地域環境整備
④学校教育との連携

⑤地域担い手の育成

	①草地整備
②鹿柵維持管理費
②ｷﾂﾈ(14頭)･ﾋｸﾞﾏ(10頭)･ｶﾗｽ(139羽)駆除
③農道作業道整備
④小学校酪農学習会等実施経費
⑤農村女性団体の活動費助成
⑤和牛改良組合助成
⑤ばんば振興費


	１３，０９０
３，９４５
２９８
９，６２８
３９１
２７２
５００
５０



	
	り組むべき事項
体制整備として取
農業生産活動等の
	＜農用地等保全体制整備＞

①農用地等保全マップの作成

＜農業生産活動等の継続に向けた活動＞

②生産性・収益向上
②グラスシーダー購入
②新規就農指導助成
	　　　　　
①農用地等保全マップの作成
②草地簡易更新に係る除草剤・種子助成
②グラスシーダー購入
②新規就農指導助成
	１００
６，４３１
２，１６０
１２６

	
	その他
	①積み立て

2 会議費

3 事務費
	①鹿柵維持管理積立金
①GISシステム基金
①自防基金
①トラリ公共草地整備基金
②会議費

③事務費
	３，０００
２，０００

１，２００
５４０
４５
４

	直接支払
	
	２４，９５０

	令和元年度支出額
	７０，３８０


※令和元年度交付金に係る支出実績のみ掲載
※前年度繰越金を加えた令和元年度交付金の残額は、令和２年度の取組活動に繰り越しとなります（１６７千円）

― 中山間地域等直接支払制度とは ―


中山間地域などの農業生産条件が不利な地域において、５年以上農業を続けることを約束した農業者の方に対して、


交付金を交付する制度です。





交付金総額�
国（50%）�
道（25%）�
町（25%）�
�
60,352千円�
30,176千円�
15,088千円�
15,088千円�
�






◎令和元年度取組の成果





陸別集落では「農業生産活動として取り組むべき事項」に重点を置いて取り組みが行われており、草地の維持管理や耕作放棄地の発生防止について集落全体で取り組んでいます。また、集落全体に設置された鹿柵の維持管理や多面的機能を増進する活動に係る学校教育との連携に取り組むことで地域農業の活性化が図られました。








